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研究要旨 

東北地区の希少難治性てんかんレジストリを行うため、東北大学病院を中心に、てんかん科、脳

神経外科、小児科の専門医からなる登録体制の中で、画像診断と電気生理学的診断を発展させ、

診断精度を向上させることを目的とした。発作症状と脳波所見、神経心理と心理社会的評価によ

って、難治性てんかんの病態が明らかになり、また遠隔テレビ会議システムを用いた多施設合同

症例検討会の開催によって、診断精度が向上し、また関連各施設の多業種スタッフの教育的効果

も認められた。 

 

A. 研究目的 

 東北地区の希少難治性てんかんレジストリ

を行うため、東北大学病院を中心に、てんか

ん科、脳神経外科、小児科の専門医からなる

登録体制の中で、画像診断と電気生理学的診

断を発展させ、診断精度を向上させることを

目的とした。 

 

B. 研究方法 

 臨床面では従来の外来ベースのてんかん診

療に加えて、約２週間の期間での包括的な精

査入院による診断を実施した。４日間の長時

間ビデオ脳波モニタリング検査では睡眠、呼

吸、自律神経系のモニタを合わせて実施し、

画像検査ではMRI、FDG-PETに加えて、脳磁図

検査も可能な限り実施した。さらに神経心理

検査と心理社会的評価を加え、最終的には毎

週実施のてんかん科症例検討会と、月１回開

催している東北大学病院てんかん症例検討会

において、ポリコム社のハイビジョン遠隔テ

レビ会議システムを用いることによって、全

国20地点の施設との合同カンファレンスを行

い、治療方針を決定した。 

 

C. 研究結果 

 解剖学的画像診断において、MRIの通常の撮

像法では海馬萎縮や海馬の信号変化が捉えら

れない場合であっても、T2緩和時間の定量評

価によって軽微ながら明らかな異常を客観的

に評価できることが示された[4]。従来の画像

診断法に比べて側頭葉てんかんの精度の向上

が期待できる。さらに、Ｓ状静脈洞に大脳の

一部が嵌頓した形で突出した場合、その部位

に焦点を有する症候性局在関連てんかんにな

りうることを発見した[6]。 

 また非侵襲的な脳磁図と、FDG-PETによる糖

代謝画像による検査が、頭蓋内電極を留置す

る指標となり、なおかつ頭蓋内電極で記録さ

れた異常部位をよく示すことを症例提示した

[8]。 

 神経心理学的検査においては、第一に、海

馬硬化を伴う内側型側頭葉てんかんにおいて

は、てんかん焦点が左右にあるかの区別なく

言語性記名力が低下しているものの、外科治

療によって記憶障害が悪化するリスクは低い

ことを見いだした[5]。 第二に、右前頭葉て

んかんの一部の症例においては、空想的作話

症を呈する場合があることを見いだした[3]。 
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D. 考察 

 包括的な入院精査は、医学的な観点からの

発作症状の確認、発作時脳波の確認、画像診

断の多角的解析を可能にしただけでなく、神

経心理検査と心理社会検査の組み合わせによ

って、患者がかかえる発作以外の問題も明ら

かになり、難治性てんかんの本質的な診断を

可能にするものである。 

 遠隔会議システムを用いた症例検討会は、

症例の治療方針を多職種で議論する上で最良

の機会を提供するが、あわせて参加施設のス

タッフの教育上もきわめて有用である。最終

的には難治性てんかんの診断精度を向上する

ものと評価できる。 

 

E. 結論 

 包括的入院精査と、遠隔会議システムによ

る他施設合同症例検討会を組み合わせること

によって、難治性てんかんの診断精度をあげ、

治療方針の決定に有用であることが明らかに

なった。今後、遠隔会議を用いたCase-based

の教育システムの有用性について、エビデン

スを評価していく必要がある。 
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